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平成19年12月10日
社会福祉法人 日本盲人福祉委員会
サイトワールド実行委員会

実行委員長　榑松武男
『サイトワールド2007』報告書
はじめに
ふれてみよう！日常サポートから最先端テクノロジーまでをテーマに「サイトワールド2007」は、出展者54法人の参加を得て、皆さまの多大なるご協力、ご支援のうちに3日間の来場者 約6,500名を数え､盛況のうちに無事開催いたすことができましたこと、感謝とともにご報告いたします。

第二回目となりました「サイトワールド」は、昨年の経験や反省が、出展者･来場者ともに随所に生かされる傾向が見られました。来場者・出展者・関係者全員が主役となる「サイトワールド」を育てようとする機運や、萌芽も芽生えつつあり、視覚障害者向け総合イベントとして定期的開催を求める声に強いものがあることが分りました。
ボランティアの皆さまも、昨年の経験を生かされた配慮が多く見られ、その心配りに敬意と感謝を捧げたく存じます。誘導案内等､不測の事故もなく開催できた陰には、本所警察署、ＪＲ・地下鉄錦糸町駅の皆さま、日本競馬会ウィンズの警備担当の皆さまの温かいご配慮がありましたことも、感謝とともに忘れることのできないことであります。
講演会、ライフサポート学会、アクセシビリティ･フォーラム、映画会、セミナー等のイベントも盛況でありましたが、帰りに総合案内所に、わざわざ立ち寄られ、実行委員会事務局員に、感想を伝えられる来場者が多くおられたことも、サイトワールドの特長を示すものといえましょう。また、前回と今回の感想を踏まえて、次回への希望や注文を寄せられる向きもあり、サイトワールドが視覚障害者だけでなく関係者、関心を持たれた方々にとって、情報の受発信の場としても期待され、これを育てようという意向がより明確になったと言えるものとなりました。
１．開催概要

名称　　　サイトワールド2007
テーマ　　　ふれてみよう！日常サポートから最先端テクノロジーまで

日時　　　平成19年11月2日(金)～4日(日)　午前10時～午後5時（最終日午後4時）

会場    すみだ産業会館　サンライズホール 　
東京都墨田区江東橋3-9-10 墨田区丸井共同開発ビル8・9階 （ＪＲ錦糸町駅南口前）
入場料　　　無料
主催　　　(社会福祉法人) 日本盲人福祉委員会　サイトワールド実行委員会
共催　　　(社会福祉法人) 日本盲人会連合、(社会福祉法人)　日本盲人社会福祉施設協議会、全国盲学校長会、　(社会福祉法人) 日本点字図書館、(社会福祉法人) 日本ライトハウス、(社会福祉法人) 視覚障害者支援総合センター

後援　　　内閣府、経済産業省、文部科学省、厚生労働省、東京都、墨田区、埼玉県、日本経済新聞社、日刊工業新聞社、毎日新聞社東京社会事業団、朝日新聞厚生文化事業団、読売光と愛の事業団、日本テレビ系列愛の小鳩事業団、ＮＨＫ厚生文化事業団、財団法人テクノエイド協会、日本ロービジョン学会、財団法人日本障害者リハビリテーション協会、ライフサポート学会、ＴＯＲＮイネーブルウェア研究会、日本電気制御機器工業会、中小企業家同友会全国協議会　（順不同）
２．出展団体　（8階展示会場にて展示　54法人　50音順）
㈱アイプラスプラス(東京)、㈱アイフレンズ（大阪）、㈱朝倉メガネ(東京)、㈱アメディア（東京）、池野通建㈱（東京）、㈲エクストラ（静岡）、ＮＨＫ放送技術研究所（東京）、㈱ＮＴＴドコモ（東京）、㈱エムアイシー（東京）、㈱オーグ（東京）、㈱おんでこ（東京）、企業組合カトレア･サービス（愛知）、㈶共用品推進機構（東京）、ＫＧＳ㈱（埼玉）、廣済堂スピーチオ販売㈱（東京）、㈱コーポレーションパールスター（広島）、独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（神奈川）、コニカミノルタビジネスソリューション㈱（東京）、㈱サン工芸（京都）、㈱ＧＬＤパブリッシング（東京）、㈲ジェイ・ティー･アール（東京）、ＪＢＳ日本福祉放送（大阪）、(社福)視覚障害者支援総合センター（東京)、㈱実業エージェンシー（京都）、シナノケンシ㈱（東京）、㈱スカイフィッシュ（栃木）、㈱タイムズコーポレーション（兵庫）、筑波技術大学（茨城）、㈱ＴＮＫ（東京）、㈱電工社（岡山）、東京カートグラフィック（東京）、東京電力㈱（東京）、ＴＯＴＯ㈱（福岡）、㈱ナイツ（東京）、日本盲人社会福祉施設協議会盲人用具部会（東京）、(社福)日本点字図書館（東京）、(社福)日本ライトハウス（大阪）、日本アイ･ビー･エム㈱東京基礎研究所（東京）、㈱日本インシフィル（宮城）、㈱日本テレソフト（東京）、日本福祉サービス㈱（東京）、(社福)日本盲人会連合（東京）、松下電器産業㈱（大阪）、ＮＰＯプロジェクトゆうあい･㈱計画技術研究所（島根）、㈱ラビット（東京）、レハ･ヴィジョン㈱（石川）、BAUM Retec AG（ドイツ）、CareTec GmbH（オーストリア）、GW Micro（アメリカ）、Freedom Scientific BLV（アメリカ）、HIMS Co.,Ltd（韓国）、HumanWare（ニュージーランド）、TOMOTEC（韓国）、ViewPlus Technology（アメリカ）
３．講演会、ライフサポート学会、アクセシビリティ・フォーラム、セミナー、映画会等の開催
(1) 講演会：11月2日午後１時30分より　
『視覚障害とユビキタス』　　　　　　　　　　　　　講師　坂村 健（東京大学 大学院情報学環 教授）
(2) ライフサポート学会講演会：11月3日午後１時30分より　
ライフサポート学会　会長　斎藤之男（東京電機大学　教授）
　　　『盲ろう者バリアフリー技術研究会の取組みについて』　　
富田英雄　（東京電機大学　理工学部 教授）

　　　『点字・触知図･凸記号表示－視覚障害を中心としたこれまでの支援技術研究』　
藤本浩志　（早稲田大学 人間科学学術院　教授）

　　　『福祉システム研究会における支援技術研究－当事者と研究者としての視点から』　
太田 茂　（川崎医療福祉大学　医療技術学研究科　教授）
　　　『盲ろう者の生活･コミュニケーション－盲ろう者バリアフリー技術に期待すること』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 榎本悠起枝　（社会福祉法人全国盲ろう者協会　評議員）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　　坂尻正次　（筑波技術大学　保健科学部　准教授）

(3) サイトワールド･アクセシビリティ･フォーラム：11月4日午後1時より　　
コーディネーター　榑松武男　（ＫＧＳ㈱　代表取締役社長）

　　　『視覚に障害のある方のためのデジタル放送のバリアフリーとアクセシビリティ』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂井忠裕　（ＮＨＫ放送技術研究所 人間･情報 認知科学グループ）

　　　『地域生活支援事業における「視覚障害者向けコミュニケーション事業」の取組み状況について』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩井和彦　（日本ライトハウス　盲人情報文化センター　館長）

　　　『２点式の体表点字』　　　　　　　　　　　大墳 聡　（群馬工業高等専門学校　電子情報科　助手）
　　　『サクセスネットのソフトウェアが切り開く墨字科学情報のアクセシビリティ』
　サイエンス・アクセシビリティ･ネット代表理事　鈴木昌和　（九州大学大学院数理学研究院　教授）

　　　『博物館に求められるアクセシビリティ』　　半田こづえ　（筑波大学大学院生）

(4) ㈲エクストラ　最新技術支援セミナー：11月2日午前10時より

(5) 桜雲会・体表点字研究プロジェクト「体表点字体験会」：11月3日午前10時より

(6) マイクロソフト㈱　「視覚障害とWindows Vista」：11月4日午前11時より

(7) ㈱アメディア　プリントアクセシビリティ・セミナー：11月4日午後1時より
(8) 視覚障害者プライベートホームシアター体験会 　日本点字図書館提供

音声ガイド付きDVDビデオの上映　　　　　　11月2日午前10時30分より　『幸福の黄色いハンカチ』
11月3日午前10時15分より　『ローマの休日』

11月4日午前10時15分より　『ラヂオの時間』

４．特別展示　『触る神社の模型』　国立民族学博物館所蔵

　国立民族学博物館所蔵の『神社模型』を同館のご厚意により、会場入場ゲート前のエントランスに展示しました。
　ヒバ材を用いた斗組（ますぐみ）と呼ばれる伝統技法による軒下の複雑な組合せ構造を、木の感触を味わいながら多くの方に触っていただきました。茅葺屋根に、その感触とともに、懐かしさを表明される方も多くありました。
５．会場案内設備について

点字案内板：日本で初の点字案内板を世に出した㈱サン工芸より、サイトワールド2007展示会場のレイアウトを示す「点字案内板BS-G型」の提供を受け、入場ゲート脇に設置しました。

点字ブロック：点字ブロックのパイオニアの（財）安全交通試験研究センターの提供により、８階会場入口に「点字ブロック」を敷設しました。

音声案内システム：NPO法人プロジェクトゆうあい･㈱計画技術研究所の提供で、「微弱電波音声案内システム“てくてくラジオ”」の発信器を各ブースに設置、ブース案内をAMラジオでの受信を体験しました。

音声案内システム：池野通建㈱の提供により、「音声標識ガイドシステム」の音声案内装置を、会場エレベータ付近、会場入口、トイレ付近、触る神社模型、展示コーナー等に設置、来場者の利便に供しました。

音声案内システム：レハ･ヴィジョン㈱の提供により、「ポッチ シリーズ」の音声情報案内装置を８階９階のトイレ内に設置し、トイレ内情報（手洗い、個室、便器の向き、レバー、ペーパー等）を自動案内しました。
点図案内：企業組合カトレア･サービスより、A４サイズの会場内ブース配置図の提供を受け、入場ゲートにて希望者に配布しました。
６．開会式

11月2日午前9時45分より、会場エントランスにて、開会式を挙行、主催者より、サイトワールド実行委員会委員長 榑松武男、日本盲人福祉委員会　理事長　笹川吉彦よりご挨拶をいたし、厚生労働省 障害保健福祉部企画課地域生活支援室長 寺尾 徹様、墨田区長（墨田区社会福祉協議会会長） 山崎 昇様よりご祝辞をいただき、テープカットをお願いいたしました。

７．ボランティアによる誘導案内

　墨田区のボランティアの皆さまを中心に、墨田区社会福祉協議会の皆さま、霊友会法友文庫点字図書館の皆さま、神奈川県ライトセンター・神奈川県視覚障害援助赤十字奉仕団の皆さま方、延べ216名の方々に、今年も支えていただきました。昨年もお世話いただいた方々が多くおられ、案内誘導にもその経験が伝えられ、生かされていました。
特に会場案内では、各ブースの様子に合わせて来場者を案内いただいたため、会場の混雑が和らぐことにつながりました。また、墨田区のボランティアの皆さまに、入場ゲート脇にて、手荷物一時預かりを実施していただいたことは、昨年の来場者の声をボランティアの方々が受け止められた結果であり、荷物預かりタグや、預かり方のルールなど事前に準備していただきました。そして、７階のレストラン街の点字案内を事前に用意され、入場ゲートで希望者に配布していただいたことも合わせて、サイトワールド運営に向けてのボランティアに、心より御礼を申し上げたいと思います。
８．会場概況
特に初日、2日目は、事前にサイトワールドの展示内容等の情報を入手された来場者が、目的のブースを入場ゲートにて尋ねられるケースが多くありました。このような来場者が多くあったこと、前述のようにボランティアの皆さんの案内が混雑を和らげるよう図られたこと、会場内通路の幅を入場ゲート側はやや広くする工夫をしたことなどの、それぞれの混雑対策と工夫に加え、出展各社も極力説明員を多く配置されたこともあって、納得できるまで説明を聞けた、丁寧な分りやすい説明を聞けた、と感想を、わざわざ主催者に伝えられる方も多くありました。
繰り返し来訪される方は、昨年に増して多かったようで、入場ゲートでその旨を述べられ、目的のブースへの案内を求められるケースも多くあり、関心の高さと、視覚障害者にとっての重要な情報をサイトワールドが提供していることを示していました。
来訪者は、昨年同様、沖縄から北海道まで全国に及びましたが、これは事前の問い合わせが全国各地より、実行委員会事務局にあり、関心の高さと、より具体的な会場内情報を事前に得たいとする要望の表れであったと思われます。
９．広報活動

サイトワールドの広報としては、20,000枚のチラシと2,000枚のポスターを制作し、共催団体を通じ、全国の視覚障害者関連の施設、団体、盲学校、点字図書館等に配布を行い、また、出展者からも関係団体、個人等への広報活動を実施しました。10月早々には出展団体を通じて、ガイドブック（墨字版）の事前配布を行うことで､サイトワールドのイベント情報の事前周知を図りました。実行委員会事務局では、点字・墨字のガイドブックの事前送付を、関連団体をはじめ、昨年から申し出のあった方々や希望者に行い、来場の便に供しました。
入場ゲート脇に設けた「ご意見ご希望承り所」には、来年の同時期の開催を求める声とともに、ガイドブック（点字・墨字）の事前発送を希望する旨の申入れが複数あり、盲学校のPTA役員の方からは、生徒及び家族用にその人数分を事前に送るよう予約したい旨の申し出もありました。
ガイドブックの事前発送の申入れは、会期終了後にも事務局へ多数ありました。これらからも、ガイドブックの事前発送は、事前に情報を入手し、目的意識をもって来訪されようとする方々のニーズの顕在化であり、双方向の交流でもあるサイトワールドの特徴を形成するものでもあろうと思います。
　今回も10月28日放送のNHKラジオの「視覚障害者の皆さんへ」でサイトワールドが紹介され、また、10月21日のYBS山梨放送の「ラジオライトハウス」の番組の中で榑松武男実行委員長のインタビューが放送されるなどにより、聴取者からの問い合わせが事務局に寄せられたことは関心の高まりを感じさせるものでした。
10月25日の日刊工業新聞には、サイトワールドが情報交流の場である旨のインタビュー記事が掲載されました。
１０．警察、駅関係

昨年と同様、サイトワールド2007開催に先立ち、本所警察署、錦糸町駅北口・南口交番、JR錦糸町駅、地下鉄錦糸町駅、日本中央競馬会ウインズ錦糸町警備主幹の方々に、交通警備等の特段のご配慮をお願いいたしました。皆さまそれぞれ昨年のことを憶えておられ、好意あるご回答とともに、ご配慮のもと無事に開催できました。
１１．設備工事

会場の小間設置、電気配線工事は、㈱ボックス・ワン、㈲坂田電気工事に委託しました。
１２．来場者数

　会期中の来場者数　約6,500名　
１３．サイトワールド総括

「サイトワールド」は来られた方が、「来た、触れた、聞いた、満足した」と言えるものを目指していますが、この6月の「点字毎日」に、「計画時からもっと配慮を」と題する昨年来訪された方の投書が掲載されました。主旨は、「大変な混雑で、いろいろな製品を詳しく見学しようと楽しみにしていたが、各ブースとも長い列で、結局時間も足りず、混雑で疲れてしまい目的はほとんど果たせなかった。視覚障害者への説明は時間がかかることも分る、会場の広さからすべての製品の展示も難しいでしょう。とは言え、視覚障害者のための、とあれば期待して訪れるので、主催者には配慮の行き届いた計画をお願いしたい。サイトワールドをその名にふさわしいすばらしい催しにするよう期待する。」と言うものでした。
この投書で指摘されたことは、「サイトワールド2007」の実行委員会発足時からの最大のテーマでした。
昨年のサイトワールドの成功は、このような視覚障害者に特化した展示会を含むイベントが双方向の交流をベースに行われることが必要であり、待たれていたことを示しました。今年は、投書の指摘を含め、より多くの来場者に納得や満足いただくこと、双方向の情報交流が各ブースを含め会場内で活発に行われることを如何に図るかと言うことです。
場所は同じ会場でしたので、ブース配置を考慮し、通路幅も入場ゲート側をやや広くすることに加え、入場は、ゲート方式を採用し入場時の混雑整理をゲート部分で行うよう配慮しました。ゲート方式にしたため来場者のいろいろな希望や要望にその場でお応えでき、入場もスムーズにできました。
説明員を通常想定される展示会よりは多く派遣された出展者も多くあり、来場者に対する懇切丁寧な説明に繋がり、かつ、来場者の感想や意見・希望等をしっかり受け止めることに繋がったようです。出展各社の来訪者との情報交換による成果などは、次回サイトワールドやそれぞれが関係される展示会で生かされることになるものと思われます。
会期前日の夕刻、会場内で出展各社による内覧会と出展者交流会を実施しました。出展者同士の交流を深め、お互いの展示物の紹介を行いましたが、これも会期中の分り易い説明と、混雑緩和の一助ともなりました。内覧会があって良かったとする声は説明員から多くあり、出展各社の説明員が他社のブースの内容を知ることにより、来場者からの質問にも容易に答えられ、案内をスムーズにする効果に繋がったことは想定外のことではありましたが、次回への教訓となりました。
来場者で事前に会場内の情報を（点字･墨字ガイドブックの入手やホームページ閲覧等）得ていた方は少なからずあり、これが目的を持った来訪につながり、出展者の説明員増や説明技術の向上、会場内ブース配置の工夫、ボランティアの機転の利いた案内対応などが、相俟って、今回混雑はあったものの混乱のない落ち着いた雰囲気の会場となったものと思います。
日常生活用具、製品の大手企業からの出展がありましたが、それぞれがユニバーサルデザインを研究する部署の方々が中心となったものでした。商品や製品の説明だけでなく、開発にいたった背景やデザインが決まっていく過程の説明に感激した来場者も多かったようです。これは各ブースに程度の差こそあれ共通するところであり、視覚障害者や利用者のニーズが、どのように開発者やメーカーに伝えられ、受け止められていくかの一端を来場者に示すことに繋がりました。正にサイトワールドが目指す双方向の交流の現われでありました。
行政や施設の方々に来訪いただき、視覚障害関連の機器や情報をもっと理解を得たいという希望は、視覚障害の来場者のみならず出展者の中にも強いものがあります。昨年の経験から入り口での来場者の属性調査は行いませんでしたが、今回のゲート方式の採用で混雑なく調査できる見通しもつき、次回には、お出でいただく広報活動を行うとともに、会場内での交流が図れるよう工夫を図りたいと考えています。
販売コーナーが楽しかったとする感想が寄せられており、サイトワールドでは、ちょっとした小物は手に入る工夫ももっと考慮されていいのではないかとの声に耳を傾ける必要があるようです。
講演会、ライフサポート学会、アクセシビリティ･フォーラムは、それぞれ今年も好評で、前掲のようなテーマを一般の方々にも分かりやすく行われたことで、サイトワールドの特質を示すものとなりつつあるようです。ユビキタスについて平易にご講演いただいた坂村健東京大学教授をはじめ、講演･テーマ発表された先生方に、この紙上からも御礼を申し上げたく存じます。質疑応答の時間をもっと取れないものかとの声も寄せられており、時間帯の工夫などが必要と思われます。
１４．次回サイトワールドの開催について
継続的な開催を願いつつも、毎年開催の可能性については、実行委員会でも手探りの状態でした。昨年の第１回に続き今年の２回目の開催により、「サイトワールド」として蒔かれた種は芽を出し育ちはじめたようです。
視覚障害者の中に継続して開催を求める声は多くありますが、事前に情報入手のため、サイトワールドのガイドブックをできるだけ早く入手したいとして、事前に予約したいとして申し込みが、2007の会期終了後も事務局に寄せられており、会期中の申し込みと合わせて、根強いサイトワールドに対するニーズが育ちつつあることを実感しています。
また、視覚障害関連の新技術や製品･情報等を持つ企業･団体に「サイトワールド」への出展を勧めた、または、勧めてほしいとの情報が事務局や関係者に寄せられていることなどから、多くの方々に、サイトワールドのイメージが浸透し、これを育てようとする機運も伺える状況ではないかと考えられます。

2回の開催を通じて、来場者との情報交流を前提とした出展者も多くあり、双方向の交流を目指すサイトワールドが出展者にも理解されていると申せるのではないでしょうか。

このようなことから、是非来年同時期に第３回目となる「サイトワールド2008」の開催に向けて、実行委員会を’08年早々に開催することになりました。
会場のレイアウトや、ブース内の展示も、一望すれば理解できる展示方法にどうしてもなってしまう傾向はありますが、見えない、あるいは、見えにくい方々に分かりやすい、理解の得られやすい展示方法を、工夫し模索する必要があります。限られた条件の中でこれを実現しなければなりませんが、今回の出展者の中には、昨年の経験からこれを押し進めている企業もあります。これらのノウハウを共有しつつ、来場者・出展者・関係者全員が主役となるサイトワールドを育ててまいりたく思います。
１５．実行委員会構成

実行委員長  　榑松武男 　（ＫＧＳ株式会社 代表取締役）
副実行委員長　  田中徹二 　（社会福祉法人 日本点字図書館 理事長）
事務局長 　 高橋　実 　（社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター 理事長）
実行委員  　荒川明宏 　（株式会社ラビット 代表取締役）
実〃〃〃員 　 岡村原正 　（有限会社ジェイ･ティー･アール 代表取締役）
実〃〃〃員  　近藤義親 　（社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター）
実〃〃〃員　  清水正人 　（シナノケンシ株式会社）
実〃〃〃員   杉山欣司 　（株式会社サン工芸　代表取締役）
実〃〃〃員　  中山政義 　（池野通建株式会社　取締役事業部長）
実〃〃〃員 　 譜久島和美 　（社会福祉法人 日本盲人福祉委員会）
実〃〃〃員　  松浦実希 　（社会福祉法人 日本点字図書館）
実〃〃〃員  　望月　優 　（株式会社アメディア 代表取締役）　　　　　　　　　　　　　　　　　([image: image1.png]50音順)
１６．連絡先
事務局： 〒167-0043 東京都杉並区上荻2-37-10 Keiビル　　

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

　　　　　　        　  電話： 03-5310-5051  FAX： 03-5310-5053
１７．会計報告は別紙の通り
おわりに
昨年の報告書では、「サイトワールドが新たに成長できますように」とおわりを結びました。その時点では今年の開催は未定でしたが、今回は、来年も開催することが基本的に決まりました。これは実行委員会内部と言うより、多くの方々のサイトワールドに寄せられる期待が大きなものであることがはっきりしたからです。正に育てられていると言えるのではないでしょうか。解決すべき課題は多くありますし、すべてが完璧にできるわけでもありませんが、サイトワールドという新しい世界をともにする喜びを共有してまいりたく思います。皆さまのご支援･ご協力の感謝いたしますとともに、今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますようよろしくお願いいたします。
以上
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